
 

今後のＰＦＩの展開に向けた検討課題（例） 

 

 

●ＰＦＩ制度の積極的活用のための検討課題 

 

・各プロセスの課題に関する検討 

 （導入可能性調査、特定事業選定、事業者選定手続、施設建設、

維持管理・運営、事業終了） 

・リスク分担のあり方についての検討 

・規制緩和 

・各種ガイドラインの整備、契約の標準化の推進 

・ノウハウの共有、事例集の蓄積等 

 

●ＰＦＩの拡大に向けた検討課題 

 

・ＰＦＩの市場の拡大に向けた検討 

・プレーヤーの拡大の必要性 

・ファイナンスについての検討 

 

●その他 

 

 

資料２ 



民間事業者
実際の事業の進捗をみると、官民が対等な
立場にあるとは言い難いという強い不満

他の官民連携手法との
ノウハウの共有、活用
及び必要な調整の実施

補助金、税制等
の支援措置
のイコール
フッティング
の必要性

地球温暖化
防止への対応

重点的に検討し速やかに措置を講ずべき課題

（個別具体のプロセスごとの課題）

・「要求水準書の具体的作成のあり
方を示す指針」の作成

・「標準契約書モデル及びその解説」
の作成

・ガイドラインの改定、充実 等

（官民連携手法の調整等）

・関係省庁連絡協議会等
による検討、調整

・官民連携手法に関する
実務上の課題について
の実態把握 等

（地球温暖化防止への対応）

・要求水準書、審査基準にお
ける温暖化対策につき位置
付け

・光熱費の事業費算入による
ＬＣＣ、ＬＣＣＯ

2
の削減策の

検討 等

（補助金、税制等
の支援措置）

イコール
フッティングの
実現に向けて
の対応

ＰＦＩ推進委員会報告
－真の意味の官民のパートナーシップ（官民連携）実現に向けて－

公共施設等の管理者等
ＰＦＩは手間がかかり、使いやすい手法に
なっていないので、敬遠する動きあり

15の課題を整理、対応の方向性を提示

リスクの分析及びリスクマネジメントについて
の考え方の整理の必要性〈

課

題

〉

〈対
応
の
方
向
性
〉

個別具体のプロセスごとの課題

継続的に検討
すべき課題

1

2

6
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7
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・対等なパートナーシップの実現のための速やかな環境の整備
・標準化・ノウハウの共有により、より使いやすい制度に改善
・成果の現場への速やかな浸透

契約書等
の標準化
の推進

運営段階に
おける課題
に対する
適切な対応

より透明性が
高く民間の
創意工夫が
生かせる入札
プロセスの実現

要求水準
の明確化 ＰＦＩ

市場化テスト

指定管理者

ＶＦＭ評価について
の継続的検討

ファイナンスに
ついての検討

コンサルタントの
役割の更なる
向上の必要性

官民双方がノウハウ
の共有化をはかる
効率的な仕組みの

検討

プレーヤーの拡大
の必要性

ＰＦＩの市場の拡大
に向けた検討

災害対応その他
現下の政策課題
にかかわる検討
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－真の意味の官民のパートナーシップ実現－


